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＊十分な安全率を考慮して施工を行って下さい。

＊過分な締め付けは最大引張強度の保証はできません｡

＊下穴を別工具で穴明けしての使用は最大引張強度の保証はできません。

＊施工状態の良し悪しで記載した最大引張強度は大きな差が生じますので十分配慮して下さい。

試験材にドリルインサートをねじ込み、油圧試験機で引張試験をし最大平均値を計測。
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＊鉄下地に直角にねじ込み曲げ方向の荷重が掛からない状態で接続して下さい。


